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皮膚科研修 

 

皮膚科ローテーション研修目標 

 

皮膚科特有の疾患及び全身疾患の皮膚症状の鑑別診断をおこない的確な薬物、非薬物治療ができ

る能力を身につける 

 

経験すべき病態・疾患・検査・治療 

 

１．的確な鑑別診断をおこなうために皮膚の構造と機能について説明できる 

 

２．鑑別診断をおこなうために検査を指示し実施できる 

① 一般検査法をおこなえる 

② 皮膚科検査法（皮膚生研検術を含む）をおこなえる 

 

３．病態・疾患を経験し鑑別診断ができるようにするために 

１） 湿疹・皮膚炎群を診察できる（B） 

２） 蕁麻疹・痒疹・皮膚そう痒症を診察できる（B） 

３） 紅斑症を診察できる 

４） 紫斑病を診察できる 

５） 血管炎を診察できる 

６） 血行障害を診察できる 

７） 壊疽を診察できる 

８） 物理的および科学的障害を診察できる 

９） 中毒疹・薬疹を診察できる 

１０） 水症および膿疱症を診察できる 

１１） 紅皮症を診察できる 

１２） 角化症を診察できる 

１３） 炎症性角化症を診察できる 

１４） 膠原病および類縁疾患を診察できる 

１５） 代謝異常による皮膚症状を診察できる 

１６） 皮膚形成異常と萎縮症を診察できる 

１７） 肉芽腫症を診察できる 

１８） 色素異常症を診察できる 

１９） 母斑を診察できる 

２０） 母斑症を診察できる 

２１） 皮膚腫瘍を診察できる 

２２） 発汗異常を診察できる 

２３） 毛包脂腺系疾患を診察できる 

２４） 毛髪疾患を診察できる
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２５） 爪甲疾患を診察できる 

２６） 細菌性疾患を診察できる（B） 

２７） ウイルス感染症を診察できる（B） 

２８） 真菌症を診察できる（B） 

２９） 原虫・動物性皮膚疾患を診察できる 

３０） 性病を診察できる 

 

４．診断確定後に皮膚科的な治療をおこなうことができるために 

① 全身療法を説明し実施できる 

② 局所療法：外用療法、光線療法について説明し実施できる 

③ 皮膚外科の適応につき説明し実施できる 

 

 


